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論　　文　　の　　要　　旨

目　　的

　地域住民を対象とした脳卒中予防対策は、昭和30年後半より我国では地域医療の実践活動として

各地で実施されてきた。そして、その対策が長期問実施された地域では脳卒中が明らかに減少した

という報告が行われている。

　しかしヨこの減少は果たして対策実施の直接的効果なのかヲあるいは最近の日本の社会水準の向

上に伴う環境要因のためなのかヨそれとも両者の相乗効果なのかに疑問が残る。そこで積極的な予

防対策効果の客観的評債を明らかにせんとしたのが本研究である。

対象および方法

　昭和38年以来，対策実施地区I町と昭和56年以来開始したK町とを比較した。I町は事秋田県

衛生科学研究所、大阪成人病センター，最近では筑波大学などの協力のもとで町ラ保健所、医療機

関雪住民組織などが組織的な対策を実施しているところである。K町は筑波大学。大阪成人病セン

ターの協力のもとで略I地区と同じ方法で実施されている地区である。　対象は今回は男子のみと

しヨI町では30才以上ヨK町では40才以上を対象とした。

　検診項目と判定基準は主として，WH○および日循協基準に従った。

　対策の効果判定の指標として、脳卒申の発生率。検診成績雪栄養擬取状況などの環境条件の3つ
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とした。

　I町では昭和39～43年期問と昭和54～58年期問の成績を骨K町では昭和56～58年期問の成績を

用いた。

成　　績

1何脳卒中の発生に関する検討

　I町では20年前に比し，40才代以上でいずれの年齢層でも減少しヨしかも，60才代以上では、

現在のK町より減少している。

2。循環器検診の諸成績

　量大血圧値は里I町では20年前に比し各年代とも10㎜Hg以上の低下を示した。まだ現在のK町

に比し各年代とも低値を示した。

　最小血圧値は雪I町では20年前に比し各年代とも低下した。しかしヨK町のそれに比し各年代と

も高値を示した。

3。眼底所見ラScheie分類2度以上を異常とすると、I町では20年前に比し各年代とも有意に減

　少害しかし、K町のそれと比較すると40代では同率であるが，50代60代では高率であった。

　その他雪血清総コレステローノレ、肥満度、栄養撰取状況などを検討したが、I町の20年前と現在

では著しい改善がみとめられた。しかし，現在の亙町とK町ではほぼ等しい。

考　　察

　I町の現在の60才代は対策開始当時40才代で長期問継続して高血圧管理を受けてきた。一般に

60才～70才代は脳卒中好発年令層である。このことを考慮すると現在のI町の脳卒中発生率が60才

代でK町に比し低いのは注目されるべき事実である。

　最小血圧や眼底所見が現在の60代以上でヨI町の方がK町に比し異常が多いのはヨ対策が行われ

る前に当時のI町の40才代がすでに動脈硬化がすすんでいた事実を示すものと考えられる。

　すなわちラ長期間害積極的な対策が実を結んだものといえる。

　一方ヨK町に関してはヨ今までに積極的な対策が行われておらず、現在のI町に比しラ最大血圧

の平均値が40代～60代の各年代で高値を示し害脳卒中発生率も60才代で高率を示している。した

がってヨ今後、K町においても組織的な高血圧管理が進められるなら、脳卒中発生率の減少が期待

される。

審　　査　　の　　要　　旨

’今日の情報化社会における医療知識の普及度は20年前のそれとは著しく異なる。また，生活水準の

向上も全国的にみとめられる。本研究の目的は全国各地で行われつつある脳卒中対策実践の意義と

債値を分析かつ証明したものといえよう。本論文は多くの共同研究者や巾広い対策実施の協力者に

よって支えられた成果であることを忘れてはならない。
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よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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